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1 は じめに I 

この度は、シャーフワリーンコンピュータMZ-BOK2をあ買い上げいだださ誠にありガとうござい

ま可。この取扱説明書あよび、 「MZ-80シリーズ BASIC解説_Jを良くあ読みいだださ末長くご

愛用いだだきま可よう。なあ、この取扱説明書は、サーピスあ客様ご相談窓口の一覧表と共に、砂可保存し

て下さい。

万一、ご使用中にわ力らないことや不都合ガ生じだときは、最寄りのシャーフサーピスセンター、サーピ

スステーションにご相談願います。

この取扱説明書は、MZ-80K2ワリーンコンピュータのハードウェア仕様をまとめだもので可。付属

のBASIC SP-5030 の使い方や仕様につきましては、「MZ-80シリーズ BASIC解説_J

に詳しい説明ガなされています。

| MZ-80k2 仕様一覧 l 

CPU 
o Z80 CL日0080) 0キー数 フ8キー

0ワロッワ 2M日z
キー属成

oASCii標準（英・数字） 64橿

0カナ、漠字 78橿

0モニタ 4K/'iイド CM-ROM) 0ワラフイツワパターン 62種

ROM 0キャラワタジエネレータ 2Kバイトヽ

(CG-ROM) 0カーソ）レコントロー）レ

編集機能
上、下、在、右、ホーム、ワロア

0標韮装備32K/＼イト 0挿入キー

（タイナミッワRAM) 0削除キー

RAM 0ボード内て最大48K/'iイトまて拡彊

可能 時言t機能 0内蔵

0ピデオRAM 1 Kバイド

霞 源
oAC 100V土10% 50/60日z

ティス
010型フラウン管（臼黒） 0消費電力約50W

フレイ
01文字の構成8X8ドットマ戸）ワス

01画面の構成横40X縦25文字 〇使用湿度 0℃~35℃ 

環塊条件 〇保 存 壼 度 ー 15℃~60℃ 

0標準オーデイオカセットテーフ使用 0使用湿度 80％以下

カセッド・ 0データ転送速度1200bit／秒

0テータ変換 S日ARP PWM方式 重 量 0約13kg 

音楽機能
0内蔵 幅 奥行 高さ

0音声出力可変、 500mW MAX 
外形寸法

410 X 4フ0 X 270 (mm) 

,
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I モニタコマンド I 

MZ-BOK2の電源スイッチは、本体後部にありま司（写真2参昭）。電源スイッチONIこよってモニタ

フロワラムガスタートし、モニタコマン臼寺らの状態となりま可。モニタコマンドには次のものガありま芍。

なあ、 こ已lは、キャソッジリターンキーを押可ことを意昧していま可。

LOAD [CB]． ． …・・ ・ ・ ・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … •BASIC 、 ASSEMBLERなど、 カセットテーフファイ）レのシ

ステムフロワラムをローティンワし、ローティンワ終了後コン1-----ロー

）しを移弓命令で可。この命令を与えるとカセットのPLAYボタンを

押可ように指示されま可。(loadcassette file) 

FD [CB] ．……・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・ ・ ー ••フロッピーコントロールシステムを接続している場合、 そこヘコン1-----

ロールを移可命令で弓。

SG [CB] ． ー … ．．． ．．．．．．． ． ． ． ． ． ． ．．．．—••••キー入力しだときに、 ＂ピッ ＂という音をO，鳥可ように可るだめの命令

で可。（soundgo) 

ss IC戸l . . ........... — • …. . . .......— • SG命令と幽こ、音を止めるだめの命令で可。 (sound stop) 

GOTO $HHHH [CB] ・・・・・・4桁の16珪番地＄日日日日ヘコントロールを移ヴ命令で可。(goto) 

1 本体各部の名称 I 

CRTティスフレイ

キーボード

キャピA

キャピB
写真1.
MZ-80K2の正面

写真2
MZ-80K2の背面

銘板

音声ボリューム
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1 本体内部の配置と名称 l 
MZ-BOK21よ、下の写真のようにキャピネットを開け

ることガできるようになっています。キャピネットを開ける

には、キャピAとキャピBとを固定している4岨のピスを外

しま可。（を図）

キャピAを持ち上げ、 アー△で支えま可。 MZ-80K2

内部の各部の名称を下に示しま可。 息

目
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フォーカス調整

明るさ調整

コントラスト隅整

|ディスフレイユニット 1

----—□—三Iキーボード部基板I

垂直調整

水平調整

I支持戸-ム |

| z80 cpu | 

(CS~) I アドレスセンワタ I
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□三三l

|cpuポーに 1

Iアドレスセレワタ]ccs2)

写 真3.MZ-80K2の内部

MZ-80K2のCPUまわりの

回路図はものようになっていま可。

上に示しだ出力端子には、回路図

中のパスカ＇そのまま出ていま可ガ、

RESET跳子は、 IC4の8番ピ

ンカらの出力｛言号であり、 MZ-8

OK2の電源をONIこした時に、外

部機卿こもRESET信号を出力可

るだめのもので可ので注意ガ必要で

可。

CPUボードの各部の配置と、その

名称とを、を図1こ図示していま可。

テンボ設定用ボリューム

I 出力端子の説明 1 

MZ-80K2の後部にはZ80-CPuのコントロール、テータ、アドレス信号の出力端子ガ出ていま

可。以下に各端子のピン配置を示しま可。ここで端子略図はコネワター端子1則力らみだ図です。

1ピンマーワ

▽ 
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2
 ←上段端子A

←下段錮子B

上段端子A 下段端子B 上段端子A 下段端子B 上段端子A 下段端子B
1 Do GND 10 Ao RESET 1 9 Ag GND 
2 D1 GND 1 1 A1 GNO 20 A10 IORO 
3 02 GND 12 A2 日ALT 21 A11 GNO 
4 03 GND 13 A3 GNO 22 A12 MREO 
5 04 GND 1 4 A4 〖門 23 A!3 GND 
6 D5 GNO 1 5 A5 GNO 24 A14 I N1 
フ 06 GND 16 A6 WR  25 A15 GNO 
B D7 GND 1フ A7 GNO ， GND GND 18 A8 巨

IC46 
ZBO CPU 
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| RAM拡張方法 l 

MZ-BOK2にはを図のように3つのRAMフロッ

ワガあり各RAMフロッワとも叢大16KBまで摺載て

きるようになっていまづ。標準装備ではRAMCI)フ

ロッワ1こ16KB、RAMCil)フロッワに 16K巳、

合言t32Kバイト実装していま弓。

以下1こRAM拡弓長にあける方法、 RAM二l」アのアに

レス範巨、戸にンスセレワターの接続乃法について示しノ

ま可。

ロロロ
乃 法 RAM工l)戸 ア叶くしクスセンワター接続法

戸ドレス範囲 CS1 | CS2 

RAM(r)フロッワに16K 

RAM(Tl)フロッつに 16K 
1000 ⑰⑪⑩◎  R⑭ 

］ タイナミッワRAM摺訊
＼ ［ 2 I I 標準装個の場合 BFFF ◎◎⑦ R ② 3 ◎ 

RAM(lll)フロッつに4K 1000 
⑬⑰1⑪1091⑬ 1 口タイナミ ッジRAM！苔載

＼ ［ 
9FFF ＠◎◎⑦◎  

RAM(III)フロッワ1こ16 K 1000 ⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩◎  

:]  [ ]⑪ タイプミッワRAM}蓉載 I ［ 
CFFF ①②③ ④◎◎⑦R (:[)②③ ◎ 

オプション拡張RAMの製呈名は次のようになっていま弓。

16KダイナミッワRAMセッド・・ ・ ・… •MZ-80KR1

4KダイナミックRAMセッド・… … • MZ-80KR2

メモリマップ

MZ-BOK2のメモリマッフ、標準装蠅RM32Kバイ←の場合、 RAM36Kバイトの場合、 RAM

48K/'iイトフ）レ装備の場合を下図1こ示していま可。

| l＼ードウェアリセットの考え方 I 

一般に、電源投入時においては、 CPUの動作状態は定まつていないので、定まった初期の動作開始状態

に持ち込むために、ソビット入力｛言号RESE丁が用いられま弓。 RESET｛言号ガ入刀さねると＼フロワ

ラム7Jつンタの内容ガ01こなり、0番地以降1こ書刀れているモニタフロワラ仏1こよって、モニタコマンド1寺

ちの状態となりま可。

MZ ~ BOK2では電源投入と同時に、自動的に 1」セット信号扉Dわるよう設言tされていま司CP . 5 CP 

U まわりの回路図参霞。遅常のBASICフロワラムの実行では、フロワラムの実行を中止させる場合、

|S日 IFT| +|BREAKIキーによって行うことガできま可万、 POKE命令によって作成した機械語フロ

ワラムの実行中や、 SYS丁EM PROGRAMで作成しだ機械言吾フロクラムの実行中、涜るいはその暴

走状態の時、実行を中止可るには一度電源を切る必要万ありま可。その場合RAMの内容も消去されること

になりま可ガ、下図こ示づようなi」セッ←スイッチ回路を構成可ることによって、手動で任意1こRESET

信号をCPUIこ与えることガ可能となりま可。 （図中で追加可る累子につけられている名籾（たとえば IC

31と か C23と力）を基板上1こE0刷している該当位置に対応させれば回路ガ実現できるように店つてい

ま可。 IC24のLSOOの4、5ピンの短絡を切断可るのを忘れないように。）

1S155巳

+5V 

’——--—+5V - -

i ~言紅2。21 μ 

+5V 
l 

CPU 

RESE7 

26 

RAM32Kバイトの場合

（標準装備）

0000 

1000 

8FFF 

モニタ

フリーエリア

RAM 

ピデオRAM

誂未ニントロー）し

D000 

EOOO 

(1 6進番地）

RAM36Kバイトの場合

0000 

1000 

9FFF 

モニタ
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RAM 

ピデオRAM

跳末ニンドロー）レ
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EOOO 
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0000 
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手動リセットのだめの追加部分（参考函）

(1 6追番地）

このワセットスイッチ回路て、 74121は、単安定マルチバイフし 夕で、図のようにB万読電位に1呆

だれていま芍。動作中にあいて、 1μキャパシタは充電されA1、A2も高電位となっていま弓万、リでット

スイッチをONIこ可ると、キャパシタの電荷は100豆抵抗との時定数1こしだガう放雷を行ってA1、A2は

低電位に落ちることになり、その結果、 0には負のパルスガ発生しま芍。

（尚、 CPUヵ□セットされても、暴走状態の場合などフロワラムガ正常力どう力は全く別問題で弓ので

注意ガ必要で弓。まだ、この図は参考図であり、回路の詳細について貴務は負い力ねま弓。）
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モニタサブルーチンの使い方 I 

SP-1002のモニタサプ）レーチンには次のものガありま弓。ここて、用いているサフ）レーチン名は、

サフ）レーチンの機能をシンボljツワに表現しだもので可。

各サフ）レーチンで取り扱われるコ＿戸については詩に注意力鴻要て可。表中で述べられるコー ドはいびれ

も 16進コー戸表現で可。

サブルーチン名
サプルーチンの機能

レジスタ スタッ

(1 6進番地） 保 存 ワ 数

CALL LETNL 
行を替えて、次の行の先頭にカーソルをセットしま可。

AF以外は
8 

(0006) 保存t

CALL PRNTS 
テしピ画面のカーソ）レ位置こスベースを1｛固だ1す表示しま可。

AF以外は
1 3 

COOOC) 保存

ACCにあるプータをASC11コードと見て、テンピ画面のカー

CALL PRNT 
ソ）レ位置に表示しま弓。 ASC11コー戸と、キャラワタの関係は、

AF以外は、
P11の表を参昭。だだし、 00コーードの時は、キャワッジリター 13 coo 1 2) 
ンガ実行され、 11~16:::J一戸の時は、それぞれカーソ）レコン

保召：

←ロールガ実行されま可。

テンピ画面のカーソ）レ位置力ら、メッセージを表示しま可。

メッセージの先頭アドレスは、あら力じめDEンジスタに指定し

CALL MSG てあくこと。メッセ ジは、 ASC11コードで構成し、 エンドマ 全レジスタ
1 3 coo 1 5) ーワは、 ODコ＿にてあること。だだし、キャワッジリターンは 保存

実行されません。カーソ）レコン←口 ）しC1 1~1 6コー戸）は実

行されま可。

CALL BELL 
中音のラ（約440日z)を瞬閻だけ嗚らしま弓。

AF以外は
5 

C003E) 保存

音楽テータを演奏しま弓。音楽データの先頭アドレスは、あらカ

じめ、 DEレジスタ1こ｝旨定してあくこと。音楽データは、「BAS

CALL MELOY 
IC解説書」 88~89ベージに示しだス戸）ンワと同様1こ、音

AF以外は

(0030) 
程、音長の順にASC11コードで表現し、エンにマーワは、OD

保存
フ

まだはCB（キャラワタは■）でな1プればなりません。

但し、 1」ターン時にCフラワガ0なら演奏完了、 Cフラワガ1な

ら途中で IBREAKIキーガ押されだことを示しま弓。

寅奏テン六を設定しま弓。テンボのデ タ(01カら07)をAC

Cにセッ←してコー）レしま可。

ACC←01 最も遅い

CALL XTEMP ACC←04 中位の速度 全レジスタ
4 

(0041) ACC←07 霰も速い 保存

注惹ガ以要なのは、 ACCIこ入れるロードは、 1カらフまてのバ

イナリコードであり、 1カらフに相当弓るASC11コード (31

カら37)ではない点でづ。

据定されだ分問比の音を浬続して嗚らしま可。

CALL MSTA 分周比 nn • (2バイドのデータ）は、 11 A 1番地にn' 、11 BC、OE
3 

(0044) A2番地に nをスト戸してコー）ししま芍。 だけ保存

分周比と発生周没数の関係は2M日z/nn'

-l
 

サブルーチン名
サプルーチンの機能

レジスタ スタッ

(1 6進番地） 保 存 つ 数

CALL MSTP 
音の発生をとめま弓。

AF以外は
1 

(004フ） 保存

内蔵されだ時言tをセッドしま可。（時言tはこのニールで起動されま

CALL TIMST 司。）コールの条件は、 AF以外は
6 

(0033) 
ACC←OCAM)、ACC←1(PM) 保存

OE←時間を、枷こ酉しだもの（バイナl」で2バイド）

CALL TIMRD 
内蔵されだ時言tの｛直を読み取りま可。ワターン時の状態は、

AF、DE
ACC←OCAM)、ACC←1CPM) 3 

(003B) 
DE←8寺閻を、秒1こ四しだもの（バイナリで2バイf--.-)

以外は保存

ISH IF丁I+IBREAKIガ押された刀どう力をチェッワしま弓。
CALL BRKEY AF以外は

押されていれば、 Zフラワはセッド。 1 
COO 1 E) 

押されていなければ、 Zフラワば塁ッド。
保存

キーポー戸力ら1行分を入力しま可。

あら力じめ、入カテ タをスドア可るスター←ア戸レスをDEレ
ジスタに指定してあくこと。エンドマーワはキャI_)ッジワターン

iこよりま可。そして、 エン戸マーワとしてODニ ドガセッドさ

CALL GETL 
れま可。

全ンジスタ

(0003) 
入力文字数は、 ODローにを含めて最大80文字で可。

保存
1 5 

キー入刀にはエニーバッフ刀行われ、カーソ）レニントロ ）しも受

（プつけられま弓。

ISH IF丁I+IBREAKIガ押されたら、 OEレジスタの示可ア

ドレスの先頭にBREAKコ ド、次にキャ！」ッジワターンガセ

ットされて戻りま可。

キーポードカら1文字だ1プASC11ニードをACCに取り込みま
AF以外は

可。そのときキー入力万なければ、 ACCIこ00ガセットされて
保存

g 
戻りま芍。 1旦し、キー入刀によるチャタ1」ンワは防止してあらず

ェコーパッワむ行いまピん。

CALL GETKY このGE丁KYを行う場合、 IDピL区刈□□］などの1寺殊キーは、 P 1 1のASCll
C001B) コー戸とは別の特殊なコードガACCに取り込まれま芍。

これらの特殊キ＿の入力1こよってACCに取り込まれるコー戸を加こ示しま可。

ここで ＂ティスフレイコード ’'というのは、キャラワタジェネンータ内1こあるキャラワ

タを0乎びだ可だめのコー戸番号であり、この表では単に、 ACCに取り込まれるロー戸

のASC1iキャラワタに対応可るディスフレイ::Jーにを示している1こ過ぎません。

特 殊 キ ー
ACCに取り込まれるコード

ティスプレイコード
SP-1002 

DEL 60 Cフ

INS丁 61 C8 ． 
GETKYによる特殊 英数 62 C9 
キーの取り込み カナ 63 CA 

BREAK 64 CB 
CR  66 CO 

ダ 夕



サプルーチン名
サブルーチンの機能

レジスタ スタッ

(1 6進番地） 保 存 ワ数

CALL ASC ACCの下位4ピットを16追数と見倣し、 ASC11に変換しだ AF以外は
1 

(030A) ものをACCIこセットしてリターンします。 保存：

ACCの8ピットをASC11と貝敬し、 16追数に変換しだもの

CALL 日EX を、 ACCの下位4ピットにセッ←してl」ターンしま可。 AF以外は
1 

C03F9) ljターン時のCF二 ’'O" ACC←1 6進数 保存

l)ターン時のCF="1" ACCは保証されません。

達続しだ4｛固のASC11列を16進数列と見故し、日 Lレジスタ

にセットしてリターンしま芍。コー）レ及びJターン条件は次の適

りです。

CALL HLHEX DE←ASC,]列の先頭ア臼レス AF、日L
2 

C041 0) (i列 "3""1"" A"’'5") 以外は保存

CALL 日し日 EX LDE 

CF=O 日L←16追数（例 日L=31A5り

CF=1 日しは保証されません。

追続しだ2｛固のASC11ダリを16追数列と見故し、 ACCIこセッ

トしてリターンしま可。コー）レ及び）ターン条件は次の遅りで可。

CALL 2HEX DE←ASC11列の先頭アドレス(I列"3""A") AF、DE
2 

(041 F) CALL 2日EX LoE 以外は保存

CF=O ACC←1 6進数（例 ACC=3A日）

CF=1 ACCは保証されません。

CALL ??KEY 
カ＿、ノルを点滅させなガら、キー入力を1寺ちま可。キー入刀ガあ

AF以外は

(09B3) 
るとティスフレイコードに変換してACCIこセッ日後、リターン

保存
フ

します。

ASCiけ目をディスフレイローに1こ変換しま可。コー）レ及びJ夕

CALL ?ADCN 
ーン条件は次の逹りで可。

AF以外は

COBB9) 
ACC←ASC;叶直

保存
3 

CALL'?ADCN 
ACC←ディスフレイコード

ティスフレイコードをASC11国に変換しま可。コール及びリタ

CALL ?DACN 
ーン条件は次の逹りで可。

AF以外は

CO BCE) 
ACC←ティスフレイコード

保存
3 

CALL'?DACN 
ACC←ASC11伯

CALL'?BLNK 
テレピ画面の垂直フランキンワをチェッワしま可。垂語フランキ

全レジスタ

CODA6) 
ンワ期間（こなるまて待ってあり、フランキンワ1こなつだらl)ター

保存
2 

ンします。

テレピ画面上のティスプレイをコントロー）レしま可。コール時の

ACCとコントロールの関係は次の適りで可。

ACC コントロール内容 ACC コントロール内容

CALL ?DPCT COH スワローソンワ C6H C工已lキーと同機能 全レジスタ
10 

COD DC) C1 H E9キーと問機能 CフH 口 キーと同機能 保存：

C2H nキーと同機能 C8H II NSTIキーと同機能

C3H 日 キーと同機能 C9H 匿 キーと周機能

C4H ロ キーと同機能 CAH 二 キーと同機能

C5H 1日OMEIキーと同機能 COH こ キーと同機能

現在のテレピ画面にあけるカーソ）レ位置を日しにセットしま可。

CALL ?PONT リターン条件は次の適りで可。 AF、日L
5 

(OFB1) CALL ?PONT 以外は保存

日L←テレピ画面上のカーソル位置（バイナリ）

／グ

アスキーコード表 I 

表は、 上位4ピットガコラムに相当し、 下位4ピットガ、行に相当してあり、だとえば、キャラワタ "A"

のアスキーコードは、 16追コードで41日、 " Z’'は5 A日1こなっていま芍。

だだし、表中の11日～ 16日までのローには、カーソルニントロー）レのだめのアスキーコーにで可。だ

とえばACCの内容ガ15日の時、 CALL PRNT （モニタサフルーチン）を行うとカーソ）レホームガ

行われま可。（ ＂日＂ を表示芍るのてはありません）

カッコのついていないカナ文字、たとえば＂ア "(87日）、などは小文字を表わしま可。

ASCii 

二 ゜
1 2 3 4 5 6 7 8 ， A B C D E F 

0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

゜
0000 匝 ⑬ 圏 囲

゜
国］ 回 図 国 匝l丘B 口

1 0001 

＂ 
m 田 因 ◎ H 直

゜
阿 困 五 [] 圧

＾ 
Ol 

2 0010 

＂ 
円 図 直 匝ェ図 r 田 図 図-圧 []] 己

3 0 0 1 1 口丑 固 匝 恒］oo 困 酉 囲 匿 口ヨlB ' 
.J 

4 0100 口固 因 匝 『 ボ 因 国 田 阿 口□ 巨 口ヽ

5 0 101 

巳l圏 亙 匡 旦注］園 因 田 互 口I] 「ヽ． 
6 0 1 1 0 € 図 固 『|⑰ oo 国 亘 匝 口国 浴 口己x 
7 0 1 1 1 口厄l固 西

゜
国 ア 困 図 屋l口口[] Ol 

8 1000 田 匿 [8] 図 ◎ 匡 ィ 図 回 厄． 
ー

[] ＊ 
， 1001 m ⑨ 田 団 匹 圏 ウ 互[2] 囮， こ~ 口
A 101 0 屯 ： ほl② 吐固 工 口囚 記 口口さ 9] 

B 101 1 田 f k 困 泊 圏 オ 互 国 園 [E ； ビl廿
C 1100 i < 田 囚 k 囲 ヤ 図 酉 匝l口斥l口り］

D 1 101 図 日 巨lM 団］k] 図 ユ 図 内 図 門 巴 ＼l []] 

E 111 0 ； ⑤ 囚

｀ 
牡 ⑤ ⑮ 囲 ＼ヽ 丘l己！ z 

｀ 
ヨ

[Z] 図 ◎ t ＃］ 阿 図 空 ロ゚
＇ 
ロ西lF 1 1 1 1 ツ

// 



ティスプレイコード表 I 

ティスフしイローにとは、キャラワタジェネレータ内にあるキャラワタを0訳び出弓だめのコー戸番号で可。

テレピ画西へのキャラワタ表示はいつも、このコードをピデズRAMに転送可ることによって行われていま

弓。

モニタサフルーチンの ''PRN丁 (0012日） ＂）レーチンや "MSGC0015日） ＂）レーチンでは、

アスキーコーにをこのディスフレイコー戸に変換して、カーソ）レの示可ピデオRAMの位置へ、そのコー戸

を転送していま可。｛旦し、表中のC1日～C6日のコー戸はカーソ）レコン←ロ一）し用の文字であり、カッコ

のついていない刀ナ文字、だとえば ＂戸"(9E日）、などは小文字を表わしていま弓。

DISPLAY 

こ ゜
1 2 3 4 5 6 7 8 ， A B C D E F 

0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 lOll 1100 1101 lllO 1111 

゜
0000 恒］厄 ⑥ 「亙 石 固 口匝］面 互 囚 L| 亘二雹

1 0 0 0 1 丙 ◎ 田 D 

｀ 
図 工口匡 ⑤ 図 _J 

＂ 
直 口口

2 0 0 1 0 国 屈 ② 口

｀ 
［ 円 口園 図 図 イ n 図 』|： 

3 0 0 1 1 c ⑤ 匡l口． 
＇ 

ほl口回 匠 図 ユ E 困
～ 一4 0 1 0 0 ⑬ 『 困lB 

｀ 
] 恒l「図 互 酉 囲 口因ベ； 

5 0 101 匡l⑭ 亙 [] 石 圏 廃 [] 日 ］ 国 ヽ 巳l蚕 戸 圧l

6 0110 『 ⑰ 固 口↓ ， 困 z 四 国 ⑮ ウ € 国 ｝ ： 
7 0 1 1 1 心］西 ⑦ 口0 w 口＼ 困 囲 阿 ヨ

゜
国 注 『］

1 0 0 0 [8] 区l困

一
◎ ］ 田 B ⑰ 互図 H゚ 国* 5 8 

， 1001 m 図 亙l[] ⑦ 囚］ m [[] 口図 国 ． 工］圏 k] 5l 
A 101 0 ほ図 日

ー
ロ必 圧l

一
阿 図 困 工 oo 困 k] 3l 

B 101 1 困 EB B [I ； ロ阻 I] [2] 園 図 ツ 中 匝 と 内l
C 1100 囚 巴 [] ロ丘l丘： 口旦初 区 ＼ヽ 注 囲

＂ 
石

D 1101 ⑱ 巴l[Z] 口~ 元 x 口困 「 図 o゚o 図 ＃］ L 
E 1 1 1 0 閥 七； ロ BヽJ 巴

ー
匡 ア 囮 才 O] 国 S] Bl 

F 1 1 1 1 ◎ 丑i ロ： 元 さ ロ⑤ ヤ 困 ◎] 匹］兌 丑l

割り込みを使用する上での注意 I 

ZBOCPUには3種類の割り込みモードガあり IC18 

ま可。 MZ-80ワ1」ーンコンピュータでは、 Mode R41 

1の割り込みを使用可ることガてきま可。
1 K ， +5V。

モニタフロワラムでは、 IM 1全令によって、 R42 

Mode 1を設定しモニタニマンに待ちとなっていま IC3 3 3K 

芍。だだし、電源ON時の LJセットによって割り込 OU丁2

み無効状態となっているので注意ガ必要で可。 フ406

一方、 I N丁｛言号まわりの回路（よ石図のようにな

I 
っており、割り込み有効状態の時、 8253のカウ

ンタ2の出力OU丁2端子ガhighしベル、あるいは、
| N丁

IC46 

ZBOCPU 

| N I 

外部機寄力らの IN丁入力信号（巳ー24謎子）によってMode1の胄IJり込みガ実行されま芍。 Mode1の

割り込みは、 0038日番地へのLJスタートで芍ガ、モニタフロワラム中の0038日番地には、JP 1 

038日命令ガ置力れており、ニンドロールは1038日へ移されまづ。

なあ、 8253のOU丁2濶子は、カウンタ ＃2を駆動弓るまでhighレベルであり、駆動可る前1こEl命

令（割り込み有効命令）を実行させてはならないこここなりま可。まだ図のようにノンマスカプ）レ・インタ

ラフト (NM |)はフルアッフされ禁止されていま可。

■BASICプログラム動作中の割り込みの機能

MZ-80シゾーズBASICては時言十機能ガ8253のOU丁2跳子力らの割り込みを使用していま可。

即ち、 BASIC起動時（こ、 0時0分0秒として8253のタイマカウンタ ＃1、＃2をスタートさせだ後

El命令を与えてあり、時言tガ12時となっだときOU丁2跳子ガ罰ghンベルとなる割り込みによって、フ

ロワラム上て丁 I＄に24時間時計を与えています。しだガつて1038日番地には、 12時（午前、午後）

になつだ時の時言tの要新のだめのフロワラムヘジャンフ可る命令ガあ乃れていま可。

この時、外那喘子力らの IN丁｛言号ガ入力されても同様（こ時計の更新ガ行われま可ガ、それとは別の割り

込み機能を[N丁に与えだい場合には、時言十機能を停止させ(8253のカウンタ＃21こニントロールワード

のみを与えればよい）さらに1038日番地の内容を適宜変更して、 所望の害りり込み処理フロワラムヘコン

トロールを移してやる必要ガありま芍。

●’
―― 

■ューザ独自のプログラムで割り込みを使用する場合

SYSTEM PROGRAMなどを使って、コーザう虫自のフロワつムを作成し、これに、 I N丁外部｛言

号による割り込み処理機能を与える場合には、はじめに、 8253のカウンタ＃2を起動するコントロー）レ

ワード（だとえばBO日）のみをメモljマッフ戸 1/0（次頃参際）のE007番地にロー戸しておき、 0

U丁2端子を low!こしま芍。その後、 El命令を実行させると、 I N丁｛言号ガ有効となるので、 1038日

番地に割り込み時にコントロ＿ルガ移されま可。

ModeO、Mode2の割り込みは禁止されていま可。即ち、このモードの書1Jり込みは、 I N丁入刀時に、

データバス上のデータを割り込み先テータとして参際芍る毛ので可ガ、データバスバッファ IC36、 IC 

3フに入力しているROは、その時highレベルとな

るのてデータガ読みとれない力らで可。そこで、そ

の唇号をを図のように戸□まだは、 I OREQ*汀

丁でテータ読み込みと可ると！＼ーにつェア上のMode TORビQ

0、Mode2の割り込み禁止は解力れま可。 汀T
IC36 
IC3フ

／乏 ／グ



［ メモリマップド 1/0の考え方 I 

EOOO日～E008日番地は、各種端末コントロー）レのだめの、メモリマッフド I/ 0  (Memory Ma-

pped I /0)を設定してあり、 82 5 5 (Programmable Peripheral Interface)、8253(Pro-

grammable Interval Timer)、および8253のカウンタ＃01こよる音楽機能のコントロールにそれぞれ

あてています。このメモリマッフr--'..l/0チャートを加こ示しま可。

8255のコントロール用メモリマップ

番地(16進） メモリ ・リード メモリ・ライト

D7ーカーソ）レ点滅用タイマ IC1のワセット

EOOOH 

]゚]キーボードスキャンのロー出力(KEYPA) 

E001H ］D ］ キーボードスキャンのカラム入力

07-Vー巳LANK 03ー カセット装置のモータをON/OFF弓るだめのパ）レス

E002H 06ーカーソ）レ点滅用タイマのステータスピッド 02一 英数／カナランフ

CKEYPC) D5ーカセッド装圏力らの読み取りテータ 01ーカセット装置への書き込みテータ

04ーカセット装置のRecord/Playボタンの検出 Oo-V—芦TE

8255のモード設定

E003H 
8255のCポートのシンワルピッドセッ1---/

CKANAST) 
リセッド

英数（青）ランフーCE003日）←05日

カナ（赤）ランフー（ピ003日）←04日

8253のコントロール用メモリマップ

番地(16進） メモリ・リード メモリ ・ライト

8253のカウンタ＃0のセット

MZ-80シリーズは2Mのワロッワを82
53のカウンタ＃0で分周して音階周波数を

E004H 発生させていま可。モニタサフ）レーチン1こ於

いて説明した、 "CALL MSTA"で分

問比のセットとGATEの制御ガなされてい

ます。

E005H 8253のカウンタ＃1の読み取り 8253のカウンタ＃1のフリセット

E006H 8253のカウンタ＃2の読み取り 8253のカウンタ＃2のフリセット`

E007H 8253のモード設定

8253のカウンタ＃ 0のコントロール用メモリマップ

•E地：□ | 。←テンポ用タメロニ□＿ロスピット
メモリ ・ライト

Do--Music Start(1)、Stop(O)

／ダ

■8255のコントロールについて

MZ-80シリーズでは、キーボード、ティスフ

レイ、あよびカセットコントロー）レの 1/0コンド

ロールを、 8255のModeO、コントロールワー

ド＃61こよるボード配分によって実行していま可。

即ちモニタフロワラムは、

LO A、8A 日・・…… •Cont rol Word # 6 

LO  CE003日）、 A

を実行してを図こ示可ボート配分を決めていま可。

ボー1--Aは、 EOOO日番地にロードしだテータ

O7-0 

コントロールワード

D心 605 D心 D心 Do

8AH= | 1 |0|0|0|1 |0|1 |0| 

4 

C」|‘7］ と

8 

PA7-PAo 

Pc7-Pc4 

, Pc3-Pco 

PB7-PB0 

の出カボートでありD7ガカーソ）レ点滅用タイマ CIC1)のl」セッド入力信号として使われていま芍。（こ

のステータスピットは、 Pc6へ入力されて来ま可。）、 03~Doはキーボーにマトリッワスロースキャン出力

PA3~PAoとなりま弓。

ボードBlょ、 E001日番地に割り当てられだデータ入カボードであり、キーボードスキャンのカラム入

刀ガ入力しまd。このように PA3~PAoと PB7~PBoによって、どのキーガ入力されだ力を判別していま可。

ボートCは、上位4ピットガ入力、下位4ピットガ出カポートとなってあり、 E002日番地に相当して

前頁1こ示しだメモlj・ワーに／ライドガ行われるようになっていま可。

■8253のコントロールについて

8253のコン1--ロールに関しては、チッフセレ

ワト、アにレスバス A1、Aoによってを1こ示芍アド

レス1こカウンタ＃0 ~#2の1」ーに／ロ一戸と、コ

ントロールワードのライトガ割り当てられていま可。

8253の各カウンタの駆動は、コントロールワ

ードを与え、モードを設定しておき、その後フリセ

ッ1--を与えることによって行われま可。

モニタフロワラムでは、音楽機能のだめに使用可

るカウンタ＃0のモード設定（コン1--0-)レワード

34日による）だけガ行われています。

カウンタ ＃1のCLK1には、 31.25K日z

のワロッワガ入力しており、 BASICでは、ニン

トロー）レワードフ4日によってOU丁1Iこ1秒のワ

ロッワを発生させるだめのモードを設定し、続けて

その定数をビ005日番地にセットしています。

カウンタ ＃2のCLK21こは、 OUT1ガ入力し

てあり、BASICでは、コントロールワードB O

日によってOU丁2に12時にあけるワロッワを発

生させま弓。これはCPUIこ丁閃丁信号として入力

されま可。

番地(16涯） 8253の動作

E004日 カウンタ＃〇 リード／ロード

E005日 カウンタ＃1 リード／ロ一戸

E006日 カウンタ＃2 リード／ロード

EOOフ日 ライト コントロールワード

コントロールワード

D7区 D心 D,D2 D1 Do 

ロ冒：：！喜1こセノトノ0卜。

CLK2 l 
GA丁E2 カウンタ＃2
OU丁2 （モード0にて使用）

D7-D 
CLK1 l GATE1 カウンタ＃1 
OU丁1 （モード21こて使用）

CLKO l GATピ0 カウンタ＃0
OUTO （モード2にて使用）

/9ー



拡張システムの展望 ―- I 

MZ-80シljーズワワーンコンピュータには、拡張システムを構成可るだめの各種周辺機蕊ガ用意され

ています。下図の上半分弓なわち、ワリーンコンピュータMZ-BOK2本体、ドッドフljンタMZ-80

P3、フロッピーディスワ装頓MZ-BOFO、インターフェイスコニッドMZ-801/0、それに専用

のシステムデスワカら成る構成を、システムの星本構成という意昧でベースシステムと師んでいま可。ベー

スシステムでは、フロッピーディスワコントロてルによる大量のデータやフロワラムの畜積、高速アワセス

というファイ）レ処理ガ行われ、フリンタは、フljン戸エストファイルを出力可る出力装置としてコンピュ＿

タ本体と有機的に結びついて、システムとしての機能を格段と高めることになりま可。

図の下半分は、それぞれ特長ある拡張システムの発展を示していまづ。

MZ忍 OFD

ワリーンコンピュータ

MZ-80K2 

ミニフロッピー

ティスつドライフ

# 1 

#2 
インターフエイスユニッt--

MZ-801/0 

ミニフロッピー

ティスワドライフ

#3 

#4 

カラーインテワジェント
ターミナ）し

MZ-BODU・A ＊ 

マーワカードソータ

忌分解能カラー

ディスフレイ

MZ-80DU・B 

！ 
「―---_1_____ 7 

I I 
I 音声認識 i 

1 文字認識
| | 

| 
L---------_J 

ドットプリンタ

MZ-80P3 

放電フソンタ

MZ~SOP2 

ュニバーサル

1/0カーに

PTR、P丁P
各種自動機抱

制御機圏その他

＊

ス
C
イ

2

エ

3
フ

2
-

一

夕

に

s
ン
一

R
イ

カ

*
8

エ

8
フ

4
-

一

夕

に

E

ン一

E
イ

カ

E
ス
ス

"¥ 

ー

ー

イ

各種計測釜 CR丁ディスフレイ

モテム
テレタイフその他

MZ-80シリーズ・拡張システムの構成

（注）図中で＊E0のあるものは将来発売予定のもので可。（昭禾055年5月15巳現在）

インターフェイスユニット MZ-801/0 

オフションとして発売される各種周辺機祖とコンピュータ本体とを接続芍るだめの 1/0拡張装置で、同

時に最大5枚のインターフエイスカーにを収納弓ることガできま可。インターフェイスカードは、各機記の

専用カードのほ力、ユニバーサル 1/0カーにMZ-80I /01 CBピッ←汎用パラレ）レインターフェイ

ス）を使用可ることにより、 P丁P、P丁R、X-Yフロッタ、ジョイスティッつなどのユーザサイドで用

意しだ各種電気系とのインターフェイスを工夫芍ることガできま可。

1/0ポート番号は、 ＃0~#255 (1 6進で00日力らFF日）まであり、フリンタなどの専用イン

ターフェイスは、固定ボード番号を持つていま可。 ＃〇カら＃239までは、ユニバーサ）レ 1/0カーにを

使用可る場合、カーに上のディッフスイッチによって任憑に選択できるコーザボー←となっていま弓。

ドットインパクトプリンタ MZ-80P3 

ドッ←フソンタは、 10インチ幅遥続｛云禁用紙（ファンフォー）レド紙） 1こ英字、数字カナ文字、擬似ワ

ラフィッワバターンなど226種のキャラワタを、 1ライン最高80字EO字できま可。文字の大きさは、大

小2種のモードを持ち、 80桁／行ては1文字5Xフ戸ット、40桁／行では1文字1oxフ区ットで印字

しま弓。まだ行間圧縮により、 上下の行を遥続させてワラフィッワ表示させること毛できま可。印字速度は

約1.2行／秒。

各システムソフトウェ戸はフリンタコントロー）レコマンにを持つてあり、たとえばBASICには次のフ

ゾンタ出力命令ガありま可。

LIST/P フロワラムの1」ストを打ち出可命令

PRIN丁／P PRIN丁命令をテレピ画面でなく、フljンタ上に実行させる命令

システムデ文ワMZ-80S021ct:、ドットインパワトフリンタ専用ラッワで可。

MZ-80シゾーズには、 放電式プリンタMZ-80P2もあり、各システムフロワラムでのコンドロー

ルはほぽ同様に行えま可。

フロッピーディスワシステム MZ-BOFD、Fl/0、F15

フロッピーディスワにライフMZ-SOFDは、 5.25インチの両面ミニフロッピーディスケッドのデ

ュア）レにライフで、 1枚のディスケットについて143K/'iイドの記樽容畢を持ち、裔速のデータ入出力処

理を行うことガできま可。データ転送速度は、 125Kピット／秒。

ディスケットは、フOJ--ラッワ、16セワタ／トラッワで使用し、はじめの4トラッつを、ファイルマッ

フ、ファイルテーフ）レのティレワトリ要素として使用するようにしていま司。

MZ-BOFl/0は、フロッピーディスワ用 1/ 0カーにで、モニタコマンド "FD"により、このカ

ーに上のフロッピーコントロー）レフロワラムガ駆動しま可。

MZ-BOF15は、フロッピーディスワ用フラットケーフルで可。拡張用フラット勺ーフ）レMZ-80

F05を用いだ場合は、 MZ-BOFD2台、しだガつてディスワにライ74台をデイジーチェイン接続で

きます。

サポートソフトウェ戸は、後に示されるようDISK BASIC、FOOS、PASCAL COMP-

ILERなどで芍。

●‘’‘’’’,..,,.., 9 ● ●‘’’’’’’’‘‘’’’’’’’’‘’’.., 9..’’’’’’’’‘’’’’’’’’‘‘’’’’’’’’’,... 9,...,、,.,9,.’’’’’’’・ • 9'‘’̀ 9,...’’,., 9...’’‘’’9...,.,., 9..’’’‘'9,...’’’’’’,..,..., 9...’’’’’’,..,,.. 9,.、9’’’’’’’’’',.,9,..、,...9,..‘’‘’’’’・ • 9'... 9,...,、・• 9,..,,..., 9...,,..,,...,..., 9 •’’’’.. , 9... 9’’’’’・・ •'’’’’’’‘’ ’, .. 9,..’’,.., 9...,、・• 9,. •’’’’’’’’ 

以上の問辺機圏こよってベースシステムガ構成されま可ガ、専用システムデスワ（ラッワ）として、 MZ

-80S01 （ワljーンコンピュータ本体と、インターフェイスコニッド用）、 MZ-80S02（ドッドイ

ンパワトフワンタ用）、 MZ-80S03（フロッピーディスワ用、まだカラーディスフしイ用としても使用

できま芍）ガそれぞれ用意されていま可。（次頁システム写真参考）
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I 各システムプログラムの構成 I 
高分解能カラーディスプレイシステム MZ-80DU・A、DU・B

高分解能カラーティスフレイシステムは、インテ1」ジェンドターミナルMZ-BOOU・ ACZBOA使用、

ROM2Kバイト、ボード内でMAX4Kバイに、RAM16Kバイド、ポー戸内でMAX32Kバイ←、

ピデオRAM18Kバイト）と、カラーモニタMZ-BOOU • BC1 4臨プラウン管）力ら成りま弓。

コンピュータ本体と同様の発想による、「ワリーンインテリジェントターミナ）いであり、カラーコン←□
ールフロワラムSP-3000系は、ファイルとして提供されまづ。

表示は8色モードの場合、256X192ドット／画面の嵩分解能をもち、 RG巳3原色直接ドライフに

よる高王質画像ガ得られま可。まだライドベンによるデータ入力、ピテ万テンピカメラによるデータ入力な

ども可能なよう設計されており、多様な応用分野ガ考えられま弓。

マーワカードリーダ MZ-80MCR （関発中、仕様は下記の予定）

マーワカードの利用は、コンピュータヘのデータやフロワラムの入力手段を変えることガできま芍。可な

わち、それぞれのテータは、フォーマッド化されだ1枚のカーに上に手書きのマーワとして表現することが

てき、これをロンピュータ1こまとめて読み込ませま芍。伝票や、各種カードのような、デツワ形態のデータ

集合に対し、仕事別分類、差し換え、訂正などガ他のファイルと別形式で扱うことガできるようになりま可。

仕様は、次の予定で弓。

使用カード：-JIS C6422、マーワ段数 ：40段および8 0段、読み取り乃式：芹面反射、読み取

り速度150枚／分。

IEEE-488 バスインターフェイス （開発中、仕様は下記の予定）

IEEE-488バスは、各種測定祖などとのテータ入出刀バスの1つの規格となっていま弓ガ、この規

格1こしだガうコン←ロールをMZ-80シワーズで行うための 1/ 0カードでづ。

写真4 MZ-80K2を中心としだベースシステム＋カラーディスプレイ

MZ-80ジ」ーズブJーンコンピコータシステムには、 BASICの他に各種のフロワラミンワ用シス

テ心フロワラ△ガサボートされていま弓。下受はそれらのシステ△フロワラムの橿成と、それぞれの入出刀

フ戸イルのつな力也）を示していま可。

BASIC 

SP-5000系

CSP-5030) 

CMTFIしピ

COLOR 

CON丁ROL

SP-3000系

CM丁 FILE

DISK BASIC 

SP-6000系

UT/し 1 丁 IES

DISK FILE 

PASCAL* 

CMT FILE 
DISK FlしE

FOOS ＊
 COMMANDS 

(transient) 

MONITOR $0000 
SP-1002 

$0FFF 

ROM4K巳ytes

FOOS* 

SPーフ000系

DISK FILE DISK FlしE

SYSTEM 

PROGRAM 

アセンフラ

SP-2101 

丁デイタ

SP-2201 

ロータ

SP-2301 

テバッ乃

SP-2401 
CM丁 FILE

SYSTEM 

PROGRAM 

巳ACK UP 

エテイタ ・戸ビンフラ

SP-2102 

SP-2202 

P-ROMフォーマッタ

SP-2501 

CMT FILE 

MAC日 INビ

しANGUAGE

SP-2001 

乙 バーマッド
テープ

CM丁 FILE

EDI丁（エテイタ）
＊ 

ASM（アセンフラ）

LINK（ロータ）

DピB（テバッガ）

PROM（フォーマッタ）

C transient) 

UTILITIES 

DISK FILE 

（注）認中で＊印の涜るものは将来発売予定のもので可。（昭和55仔 5戸1::i巳坦汀）
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図こ示されているように、それぞれ特長のあるシステムソフ←ガ、自的に応じて自在に使用できるよう系

統だてていま可。システムに固定しだ郎分は、図の一番上にあるMONI丁O Rフロワラムだけで、これは

各厄辺ソフトウェアで共適に使用できるサフ）レ＿チンで構成されていま可。（この内容と使い方についてはP

8~10を 参 露

各周辺ソフトワェアは、カセットファイ）レまだはディスワファイルによってコーザにサボードされま可。

工な拡張ソフトウェアのそれぞれの特長を次に説明しま弓。

SYSTEM PROGRAM 

SYS丁EM PROGRAMは、 ZBOASSEMBLER、丁EX丁 EDI丁O R、巨ELOCA

丁ABLE LOADER、SYMBOLIC DEBUGGERの各システムフロワラムカら構成され、

Z80戸センフ1人言語によるCPUuヴェ）レのフロワラミンワを行うだめのソフトウエアセットで可。

ASSEMBLビR SP-2101は、ソロケータフ）レ形式のマワロアセンフラ、 4バス形式（ズフシ

コンフljンタヘのアセンフ）し1」スにタンフは、 PASS 3で実行できま可）であり、複数のljロケータフ

ルバイナワファイルは、 RELOCA丁ABLE LOADERで、任意にリ□ケ ト・リンキンワローに

ガ行えま可。

TEXT EDITOR 
エテ--(ション

(Pセンフラソースフログラムの縫隻）

ASSEMBしER
アセンフル作業

SYMBOLIC 
DEBUGGER 
テバッワ作業

RELOCATABLE 
LOADER 

l」0ケーション、リンキンワ
（フロワラムの再配置と結合）

己的フロワラム

SYSTEM PROGRAMによるプログラミング過程

上図は、 SYS丁EM PROGRAMによって目的フロワラムを作成可る過程を示していま可。

SYS丁EM PROGRAMは、システムソフ←開発ツールとしていろいろな創造的な利用ガ考えられ

ま可。だとえば、ユーザの自的に合わピて、新しいフロワラミンワ言語を作成しだり、コーザ独自の端末機

葵をコンドロー）レづるフロワラムを作成しだり可ることガ可能となると考えられま可。

SYSTEM PROGRAM BACK UPは、文字適りSYS丁EM PROGRAMのコーティ

リティの役割を果だ可もので、小規模のソースファイルを能率よく作成可るだめのEDI丁OR-ASSE

MBしERと、自的フロワラムをP-ROMにフロワフムするだめのフォーマッタ、 P-ROM FORM 

A丁丁ER力‘らなりま可。 P-ROM FORMATTERを用いると、 BNPF、B10F、日 EXAD

EC I MAL、BINARYの各フォーマットを採用しているP-ROM WRI丁ERへ入力可能な形式

で、 P丁Pを接続している場合そのフォーマットテーフをパンチアウトされることガ可能で可。

MACHINE LANGUAGEは、 ZBOの機械語 (16追コー戸）を使ってフロワラミンワを行う、

CPU動作の学習用ソフトで、フロワラム中にフレーワボイントを置いてフロワラムのチェッワを行ったり

芍ることガできま弓。

FOOS （開発中、仕様は下記の予定）

FOOSは、 SYSTEM PROGRAMで行うべき作業を、ディスワ装置を用いて効率よく統一化し、

まとめ上げるだけでなく、 BASICをはじめと可るワリーンコンピュータシステムソフトの全体を管理す

る役割を果だ弓もので、アセンフラ等のフロワラムや、 DOSコマンド、ユーティロティをドランジェント

ファイルとして持ちま可。まだ IOCSの手法によって、データ入出力をファイル入出力と同様の手続きに

よって実行可る点や、タイナミッワ・セワメンテーション機能によって効率的なシステム利用ガOSの立場

で管理されま可。

乏グ

DISK BASIC 

DISK 巳ASICは、フロッピーディスワの大容量、忌速ランタムアワでス機能を生力しだファイル

指向BASICで、ファイルは単にデータの畜積を荷うだけでなくシステムと国接結びついだテータエリア

として使用可ることガできるし、さらにC日A IN、SWAPといっだステートメントによるフロワラム自

体のオーバレイ ・リンワ機能も持つていま弓。

データファイルニントロールには、シーケンシャ）レアワセスとランタム戸ワセスの2つの形式ガあり、シ

ーケンシャ）レアワセスては、そのファイ）レのデータを順番こ並んだ一遥のものとして扱い、データの登録ま

だは暉び出しは、その並びの先頭力ら順次アワセスされま芍。各データの大きさは同定ではありません。

システム

登録

暉び出l...,
□ニ ニ ）レ（巳SDl

"filename" 

これに対し、ランダムアワセスては、固定長のテータを取り扱うこここより、データアワセスを、配列弓I

数によってランダいに登録あるいは0訳び出せるようになっていま可。

expression 

システム
登□「土

C n) 
ランダム

戸ワセスフ戸イ）レCBRO)
0坦び出し

"filename" 

プロワラ△ファイルロン←ロールで特長あるものは、C日AIN、SWAPといつだステートメントで可。

フロワラムのC日AINは、その手続きによってBASICテキストファイルを据定弓るこここよって「go-

to ’'台lename"」のl動きを、SWAPは「gosub "filename"」のi動きを持ちま可。

DISK BASICを活用弓ることによって、スモールピジネスや研究室での本格的な、より高度なシ

ステム利用ガ可能となるものと考えられま芍。

COLOR CONTROL 

COしOR CON丁ROLlct、カラーディスフンイコニット CMZ-BOOU・A)のフロワラム工i)ア

へローディンワされるシステムフロワラムであり、ASCiiコード処理によるカラーティスフンイコントロ

ールを行いま弓。これを、 BASICCSP-5030系）のストリンワ処理によって行うことガできま可。

COLOR CON丁ROL SP-30011こは、表示モードとして次の4モーにを設けていま弓。

1) 8色標準モード . . …····· · … •1 画面256X192 ドッド 、 ・ クラフィッワは任意、文字は6x8にット

／又字で42x24字／直面の表示ガできまヴ。

2) 24色モード・…・・・・・・・・・・・・・・1画面128X192にット、 ワラフィッワは任憩、文字は21x24字

表示できます。

3) 8色8階調モード ·……… • • 1 画面128X192 にッド 、 ワラフィッつは任意、文字は21x24字

を56種の色で表示できまづ。

4) 8/W4階謂モード .. … … •1 画面256x192にット、ワラフィッワは任意、 文字は42X24字

を□黒4階調て表示できま可。

PASCAL （開発中、仕様は下記の予定）

PASCALは、カセットベースのインターフlj夕と、ティスワベースのニンパイラを開発中で芍。 PA

SCALは、フロワラムの構造化、再帰的ア）レコ1」ズムガ闘単に表現できるなどの特長を持ちま弓ガ、変数

について、整数、実数、論理変数、さらに、キャラワタ、パッワにキャラワタなどガ扱える点もBASIC

とは異つだ論理的概念の上に置成されま可。
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取り扱い上のご注意 -- _~ 

■電源コードについて

電源コーにを机やイスの下に敷いだり、ものにはさんで｛易をつけないようご注意ください。電源コードに

傷ガついだまま使用芍ると危険で可。まだ電源コー戸を抜くときは闊づフラワを持つて抜いてください。

■電源電庄1こついて

電源電圧はAC100Vでご使用ください。電源電圧ガ極端に高力つだり、低力つだり弓ると故障の原因

になり、十分性能ガ発揮できない場合ガありまづ。このようなときはお買い求めの販売店あるいはもよりの

シャープあ客様ご相談窓口、シャーフサーピスセンター ・サーピスステーションにご相談ください。

■風通し1こついて

本機の癌度上昇を防くだめ、キャピネッ←！こ逹風孔ガあけてありま可。風適しの悪い狭い場所に押し込ん

だり、市を掛けだり、刀ーペットやフトンの上に置いたりして、達風5しをふさガないでください。

■湿気やほこりについて

本機を湿気の多い場所（風呂場、台所等）や、ほこりの多い場所に置力ないでください。故障の際囚1こな

りま弓。

■高温について

本機を直射日光の当る場所や暖房苓貝のような熱祖貝の近くに置力ないてください。キャピネッドや内部

の部品をいだめる原因になりま可。

■水や異物について

本機の内郎1こ水や液状のもの、針やピン等金属類ガ入っだまま使用可ると危険で弓。異物ガ入らないよう

ご注意ください。とくに水や液状の異物ガ入っだ場合づぐに電源ニー戸のフラワを抜きご販売店あるいは

もよりのサーピスセンター ・サーピスステーシコンにご涅絡ください。

■衝撃について

本機は精密な電子那吊でてきていま可。落しだり、物を当てだりして衝撃を与えないでください。故障の

際因1こなりま弓。

■異常のときは

万ー故障しだ時や異常を感じだら使用を中止し、あ買い求めの販売店あるいはもよりのサーピスセンター・

サーピスステーションにご相談ください。

■長期閻使用しない場合

長い閻ご使用にならない場合は闊可電源コー戸のフラワをニンセンドカら抜いてください。

■周辺機器の増設

シャーフ指定の郎吊まだ［立幾釜をご使用ください。指定郎品まだは機祖以外の使用ならびに改造［よ故障の

原因になる恐れガありま可。

乏乏

■故障の場合

万一故障の場合は可ぐにあ買い求めの販売芭力、もよりのシャーフサーピスセンター・サーピスステーシ

ョンにご相談ください。そのままご使用になると本機の故障範西を大きく可る恐れガありま可。

■汚れ

本機の汚れはやわら力い布に水まだは洗剤を含ませて軽くふいてください。ベンジン、シンナーなど揮発

性のものでふいだり、殺虫斉りをかすだりしま可と、ケースの変色などの原因になりま可。

■雑音対策

雑苗の多い環境では電源に混入可る雑音をラインフイ）レター等で除去してください（ラインフィルターに

ついてはもよりのサーピスステーションてご相談ください）。1言号ケーフルと1也の機蕊や電源コーにとは、で

きるだけ離して配置してください。

■使用・保管

本機のキャピAとキャピBを開いだ状態での使用及び保管をしないでください。電源コニットのカバーを

取りは可しだ状態ての使用及び1呆管をしないでください。故障や感電の原因1こなりま可。

■雑音電波

ラジオやテンピなどの近くでご使用になりま可とラジオやテンピに雑音ガ入ることガありまヴ。なあ、テ

レピなどの強い磁界を発生弓る毛の力も影琶をうIプることガありま可ので、 2~3m以上離れだ所でご使用

ください。

■電源のワ＼り_J.r切り_J

電源スイッチの入り・切りは10秒以上の間隔をあ（プて操作してください。マイワロコンピュータの動作

を確実に可るだめ必要で弓。またスイッチの入っだ状態で電源フラワを差し込むと、故障の原因1こなりま可。

■カセットの取り扱い

カセット内の録音・再生ヘッにガ汚れま司と正確なデータの録音 ・再生ガできません。 1ヶ月に一度掃除

をしてください。一般市販のワリーニンワテーフを使用可ると｛更利で可。再生ボタンを押しだ状態で長時間

テーフを走行させ可停止していると、故障の原因1こなりま弓。テーフを走行させない時は停止ボタンを押し

てください。

■テレビ画面のヤケ1こついて

本機のテレピ画面は、長時間運続して同じ点を表示し続けると、その箇所にヤケを生じることガありま弓

ので、注意ガ闊要で可（やむを得可長時間ご使用になる時は、内郎のフライト調菌ボリュームを充分し1まつ

てご使用ください）。

■キャピA、Bの開き方

本機のキャピA・Bを開く時、キャピAを持ち上げ支持アームガ確実に停びるよう左手で支持アームを手

前に引くとキャピAは開いて停止しま可。開いているキャピAガ落下しないようアームアンワルについてい

る落下防止用手ネジを内側に入れてください。

乏グ



1 保証とアフターサービスについて 7 
■アフターサービス（こついて

MZ-80K2は、丁場出荷時「検頁 冨整」し出荷いだしておりま可。し力し、万一故障しだ場合（こ

は、あ貿い求めの販売店もしくは、もよりのあ宮様ご相談窓ロシャーフサーピスセンター ・サーピスステー

ション（ここ追絡ください。

■保証1こついて

保証期間中、万一故障しだ場合は保証書記載内容に基づき、無僕修理いだしま可ので保証書を提示くださ

い。なお保証期間中でも有償となる場合ガありま芍ので保証内容をご確認ください。

■ご転居、ご贈答時のアフターサービスについて

もよりのあ客様ご相談窓口、シャーフサーピスセンター ・サーピスステーションにご相談ください。 「あ

客様ご相談窓ロ一覧表_Jlcl:MZ-:-80K2に同梱してありま可。

ご贈答吊として受取られた場合は「ご愛用者力＿戸」に次のようにご記入ください。

あ買い上げ店欄・・・・・ ……・ー・・可曽答ことご記入ください。

お黄い上げ口欄...…………受晒日をご記入ください。

氏名 ・｛主斯等の欄…………受贈されだ方の住所 ・氏名等をご記入ください。

- -

9’ヤーフ株式会社

本社〒545大阪市阿倍野区長池町22番22号電話大阪(06)621-1221（大代表）

●お問い合わせは------

本社内商品信頼性本部開発営業部

●あ客様ご相談窓口およびサーピスセンター

札幌 (011)551-4649 仙台 (0222)96-4649 栃木 (0286)37-1178
東京 (03)893-4649 石川 (0762)49-4649 名古屋 (0568)73-4649
大阪 (06)643-4649 広島 (08287)4-4649 香川 (0878)33-4649
福岡 (092)572-4649 沖縄 (0988)62-2231
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〈禁無断転載〉
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